
編
集
委
員
（
元
し
た
ま
ち
支
局
長
）

植
木
幹
雄

昨
年
十
一
月
に
、
米
国
議
会
が
南
北
戦
争
（
一
八
六

一
～
六
五
年
）
か
ら
百
年
以
上
た
っ
た
一
九
七
五
年
に

敗
者
で
あ
る
南
軍
の
リ
ー
将
軍
の
名
誉
回
復
宣
言
を
行
っ

た
こ
と
、
南
北
戦
争
が
奴
隷
解
放
の
北
軍
と
、
奴
隷
制

度
維
持
主
義
者
の
南
軍
と
い
う
簡
単
な
分
け
方
は
で
き

な
い
と
書
き
ま
し
た
が
、
読
者
か
ら
、
興
味
あ
る
質
問

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
①
黒
人
た
ち
は
こ
の
戦
争
の
間

ど
う
し
て
い
た
の
か
②
日
本
へ
の
黒
船
来
港
、
戊
辰
戦

争
と
年
代
が
近
い
け
れ
ど
、
日
本
と
の
関
係
は
ー
と
い

う
も
の
で
す
。
さ
す
が
東
京
新
聞
の
読
者
。
結
構
面
白

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
①
で
す
が
、
時
代
背
景
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
リ

ン
カ
ー
ン
大
統
領
は
確
か
に
崇
高
な
理
念
を
持
っ
た
大

統
領
で
す
。
で
も
、
経
済
面
か
ら
と
ら
え
る
と
、
全
く

異
な
る
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
南
部
は
綿
花
栽
培
が
盛

ん
で
、
英
国
に
輸
出
し
て
莫
大
な
利
益
を
上
げ
、
自
由

貿
易
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
北
部
は
や
っ
と
工

業
化
が
進
み
、
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
安

価
な
労
働
力
の
取
り
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

で
も
、
名
目
は
奴
隷
解
放
の
戦
い
で
す
の
で
、
黒
人

に
も
戦
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
戦
力

も
不
足
。
そ
こ
で
、
黒
人
部
隊
が
編
成
さ
れ
ま
す
。
部

隊
数
は
不
明
で
す
が
、
代
表
的
な
の
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ツ
州
の
黒
人
で
組
織
さ
れ
た
第
五
十
四
連
隊
で
、

「
グ
ロ
ー
リ
ー
」
と
い
う
映
画
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
黒

人
達
は
有
能
で
、
戦
争
終
了
後
は
い
く
つ
か
が
陸
軍
の
正

式
部
隊
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が

続
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
も
、
当
初
黒
人
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
終
盤
に
新
式
戦
闘
機
を
操

る
黒
人
部
隊
の
３
３
２
航
空
隊
は
、
差
別
を
乗
り
越
え
、

欧
州
で
爆
撃
機
の
護
衛
に
当
た
っ
て
一
機
も
未
帰
還
爆
撃

機
を
出
さ
ず
、
最
も
信
用
で
き
る
飛
行
隊
と
ま
で
い
わ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
米
軍
の
構
成
は
、
黒
人
は
国
民
の

一
割
程
度
な
の
に
、
軍
で
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
を
含
め
る
と
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

②
は
、
南
北
戦
争
終
結
当
た
り
か
ら
、
日
本
で
は
幕
府
、

反
幕
府
の
戦
い
が
本
格
化
し
ま
す
。
原
因
を
つ
く
っ
た
の

も
米
国
の
黒
船
来
港
（
一
八
五
三
年
）
で
す
け
ど
。
南
北

戦
争
は
、
武
器
の
品
評
会
の
よ
う
で
、
小
銃
だ
け
で
八
十

五
種
類
が
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
西
部
劇
で
有
名
な

ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
連
発
銃
、
機
関
銃
の
始
ま
り
ガ
ト
リ

ン
グ
銃
が
登
場
し
た
の
も
こ
の
と
き
で
す
。
戦
争
が
終
わ

り
、
米
国
内
で
は
銃
が
余
り
、
こ
れ
が
、
日
本
に
大
量
に

流
れ
込
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。

さ
て
、
当
時
の
国
際
情
勢
は
異
論
が
多
く
、
こ
こ
か
ら

は
あ
く
ま
で
諸
説
の
類
で
す
。
米
国
は
、
や
っ
と
工
業
化

が
進
み
、
英
仏
と
同
じ
よ
う
に
海
外
進
出
の
基
地
を
確
保

し
た
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
は
拠
点
が
い
る
。
格

好
の
島
が
日
本
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
名
目
上
は
捕
鯨
基
地

と
な
っ
て
い
ま
す
が
。
で
も
、
南
北
戦
争
中
と
、
直
後
は

動
き
が
取
れ
ず
、
気
が
つ
い
た
ら
英
仏
が
日
本
に
食
い
込

ん
で
い
た
と
い
う
格
好
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か
日
本
の
市

場
に
乗
り
込
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
辺
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
、
南
北
戦
争
が
な
け
れ
ば
、

英
仏
米
と
、
三
つ
巴
の
か
た
ち
と
な
り
、
歴
史
は
変
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
が
英
仏
の
代
理
戦

争
と
し
て
内
戦
が
激
化
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
の
国
の
植
民

地
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
説
も
あ
れ
ば
、
い
や
英
仏
は
、

日
本
人
の
手
強
さ
を
理
解
し
て
い
た
、
英
も
仏
も
ど
ち
ら

か
が
日
本
に
手
を
出
せ
ば
米
国
が
ど
ち
ら
か
と
組
ん
で
対

抗
し
て
く
る
と
考
え
た
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
推
論
が
あ
り

ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】
今
回
か
ら
事
業
局
の
協
力
で
、
不
定
期
で

す
が
、
美
術
展
情
報
な
ど
も
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
東
京

新
聞
事
業
局
の
文
化
事
業
は
、
日
本
有
数
の
実
力
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
じ
で
し
た
か
。

事
業
局
発

写
楽
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
を
網
羅
す
る
夢

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

役
者
は
揃
っ
た
！

寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
五
月
、
江
戸
三
座
の
役
者
を

個
性
豊
か
に
描
い
た
大
判
雲
母
摺
り
の
豪
華
な
作
品
二
十

八
図
を
、
一
度
に
出
版
す
る
と
い
う
華
や
か
な
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
東
洲
斎
写
楽
は
、
翌
年
正
月
に
忽
然
と
姿
を

消
し
ま
し
た
。
そ
の
間
十
カ
月
（
寛
政
六
年
は
、
閏
十
一

月
が
含
ま
れ
る
）
、
写
楽
が
残
し
た
版
画
は
百
四
十
図
以

上
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
題
材
と
な
っ
た
歌
舞
伎

の
上
演
時
期
に
よ
っ
て
制
作
時
期
が
四
期
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
約
百
四
十
図
、
約
百
七
十
枚
の
作
品

に
よ
っ
て
、
写
楽
版
画
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
同
時
代
の
他
の
浮
世
絵
師
の
作
品
と
の
比
較
を
通
し

て
、
写
楽
作
品
の
造
形
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
数

と
質
に
お
い
て
、
空
前
絶
後
の
展
覧
会
で
す
。

今
回
東
京
新
聞
南
千
住
の
読
者
五
組
十
人
様
に
、
写
楽

展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
十
九
日

ま
で
に
、
南
千
住
専
売
所
に
電
話
＝
３
８
０
３
・
１
７
８

１
か
、
フ
ァ
ク
ス
＝
３
８
０
３
・
１
７
８
３
へ
。
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